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１０月２５日、金融労連近畿地協第９回定期大

会が、ホテルビナリオ嵯峨嵐山で開かれ、代議員・

役員・オブザーバー・来賓３４人（委任状２人含

む）が集まりました。さざなみネットからは山﨑

書記長が参加しました。

大会は「近畿地協第９回定期大会日程」（下記）

にもとづいて行われ、岡野議長は「安倍政権の

『女性の活躍』は、『企業が世界で１番活躍しや

すい国をつくる』ための『成長戦略』に、女性を

活用し、利用しようとするものである。また、

『雇用・労働法制改革』を大々的に進めているが、

働くルールの全面破壊であり、日本中をブラック

企業にしかねない大改悪である。

当たり前に人間らしく働ける職場をつくる組合

活動が求められている。地域金融機関として生き

る道を経営にも進言するなど、ものが言える組合

が求められている。しっかり議論し運動を進めて

いこう」と挨拶しました。

京都総評・京商連・金融労連から情勢をふまえ

た激励のあいさつを受けた後、議案が阿部事務局

長と伊藤事務局次長から提案され、単組・支部・

分会から７人が発言、さざなみネットからは山﨑

書記長が右記のとおり発言しました。採決の結果

全議案とも満場一致で採択されました。

その

後、新

年度の

役員選

挙が行

われ、

次の方々

が選任

されま

した。

大 菊 岩波 美智子さん 画

挨拶をする岡野議長
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近畿地協新役員（敬称略）

（議長） 岡野 展子〈再〉

（副議長） 車谷 薫 〈再〉 福井 悦雄〈再〉

松島 照男〈再〉 森 廉始〈再〉

（事務局長） 阿部 正巳〈再〉

（事務局次長）伊藤 宗孝〈再〉

山﨑さざなみネット書記長の発言(概要)

職場では不満が渦巻いている。その原因を知

るために、業界団体の情報や決算・機関誌など

を分析し、機関会議で討議、活用しています。

次の決算分析資料を配布し説明しました。

（従業員数、

人件費、平均

年間給与、収

益、自己資本、

内部留保、経

費、資金調達、

資金運用、預

かり資産など)

発言をする山﨑書記長



ちぎんの会は１０月１６日琵琶湖グランドホ

テルにおいて、第３回総会を開催、青森から大

分までの各地から８０人が集まりました。さざ

なみネットからは６人が参加、現地実行委員と

してそれぞれの役割を果たしました。

総会は和田会長があいさつ、ちぎんの会・各

団体の報告、役員改選があり、川端俊英同朋大

学 名誉

教 授が

「 若き

日 の島

崎 藤村

と近江」

の 演題

で 記念

講 演を

さ れま

した。

夕方から

の交流会は

仰木太鼓で

オープニン

グ、乾杯の

後、団体紹

介、カラオ

ケ、詩吟、

日舞披露な

ど楽しく歓

談しました。

最後に「地銀連の歌」「びわこ周航の歌」を合

唱。これからの健康、奮闘を誓い合いました。

１７日は、三井寺を拝観、ミシガンクルーズ

で昼食し、大津駅と京都駅までバス車中観光を

しました。最高齢者は８６歳、参加のみなさん、

お元気に各地で頑張っておられる姿がうかがえ

感激しました。
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９
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秋
分
の
日
、
父
の
出
身
地
で
あ
る
お
寺

に
お
詣
り
に
行
く
途
中
、
武
生
に
あ
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記
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寄
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い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
は
、
１
９
１
８
年
12
月
15
日
、
雪
の
降
り
し
き
る
朝
、
こ
の

家
で
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ま
れ
ま
し
た
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『
赤
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毛
糸
帽
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女
の
子
』
の
絵
（
右
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は
『
ゆ
き
の
ひ
の

た
ん
じ
ょ
う
び
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と
い
う
絵
本
の
中
に
あ
り
、
最
も
人
気
の
高
い
作
品
で
す
。
母
文
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ら
、
し
ん
し
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の
降
り
積
も
る
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に
生
ま
れ
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と
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か
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い
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ち

ひ
ろ
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は
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の
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で
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降
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ほ
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？
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ま
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範
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９
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８
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技
師

倉
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正
勝
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婚
、
そ
の
後
も
単
身
、
武
生
の
地
で
教
師
を
続
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て
い
ま
し
た
。
９
月
ご
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赤
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ゃ
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女
学
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舎
か
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６
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地
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去
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し
た
。
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、
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ど

を
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っ
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い
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す
。

（
山
﨑
）

「真宗大谷派９条の会長浜」「９条の会・いか」「９条の会・

こほく」「９条の会・びわ」「長浜革新懇」は共催で、１０月

１８日長浜市の臨湖で憲法講演会を開きました。全国革新懇代

表世話人・関西大学名誉教授鯵坂真さんが「安倍政権の右翼的

暴走をいかに食い止めるか―集団的自衛権などをめぐって」と

題し、講演されました。「安倍暴走を支えてきたのは防衛官僚

ではなく外務官僚」「国民の反撃で思うように進んでいない」

「新しい共同が広がり『自発的市民運動型の時代』だと、今後

の闘いの展望を語られました。私たちのがんばり次第で安倍政

権を短期に終わらせることができると確信しました。

挨拶をする和田会長

ミシガンホールでランチ

記念講演をする鯵坂真さん




